
授業科目名： 教員の免許状取得のための 単位数： 担当教員名：

選択科目 2単位

担当形態： オムニバス

実務内容
（実務家教員の場合）

科　目

施行規則に定める
科目区分又は事項等

「学位授与の方針」との関係

授業の概要

授業計画

テキスト

参考書・参考資料等

学生に対する評価

(1)陸上の教材の作り方を修得する。
(2)陸上の指導法を、主体的で対話的な深い学びを通して修得する。
(3)陸上の教材づくりや指導法の振り返りを通して、陸上の楽しさを伝える力を身に付ける

陸上に含まれる「走る、投げる、跳ぶ」という行為はスポーツの基本となっている。本授業では、「走る、投げる、跳ぶ」とい
う行為が苦手な生徒や得意な生徒に対する教材づくりや、主体的で対話的な深い学びを中心とする指導法を修得させる。なお、
この授業を通して、「生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなライフスタイルを実現する」ためにどうすればよいかという問
いに解答できるようにする。

第1回:陸上の価値:楽しさとつまらなさ
第2回:陸上で何を学ばせるか
第3回:陸上(走る、投げる、跳ぶ)の動きの分解
第4回:陸上のつまずきと手立て
第5回:陸上の典型教材からの学び(グループディスカッション)

第6回:陸上の既存教材に対する検討(グループディスカッション)

第7回:陸上の教材・教具の作成(新たな開発)

第8回:陸上の教材・教具の工夫(既存教具の応用)

第9回:陸上の指導案作成のポイント
第10回:陸上の指導案の作成
第11回:陸上の指導案の検討(グループディスカッション)

第12回:陸上の指導案の修正

第13回:陸上の模擬授業
第14回:模擬授業の振り返りを通した既存の教材の工夫および新たな教材の開発
第15回:振り返りの発表(プレゼンテーション)とまとめ
定期試験

スクーリングでの学修

スクーリングでは、作成した指導案をもとに、教材の開発や模擬授業や指導法の検討を行う。
(主に第5回~第9回、第11回~15回を含む)。

渋谷聡(2015)『スポーツ心理学を生かした「誰でもできる陸上競技」 練習法・指導法 中学校・高校編』星槎大学出版会, 978-

4774080024

DP2.共生社会創造のために、教育、福祉、環境、国際関係、スポーツ身体表現、等の専門的知見を得ることができる（専門知）
DP4.個人や社会にとって必要な課題の解決のため、自律的な課題探究能力を身につけ実践することができる（実践力）

授業のテーマ及び到達目標

文部科学省「中学校学習指導要領  (平成29年告示) 解説 保健体育編」
https://www.mext.go.jp/content/20210113-mxt_kyoiku01-100002608_1.pdf

文部科学省「高等学校学習指導要領 (平成30年告示) 解説　保健体育編　体育編」
https://www.mext.go.jp/content/1407073_07_1_2.pdf

阿部利彦 (2015)『気になる子の体育つまずき解決BOOK授業で生かせる実践 52』学研プラス，978-4054062955

スクーリング評価（25％）、レポート評価（25％）、科目修得試験（50％）

陸上演習
秋澤一輝・渋谷聡

教科及び教科の指導法に関する科目（中学校及び高等学校保健体育）

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目


